
競技 記

時間 録

観衆 者

晴 強 芝 良好 主審 副審

(ドイツ) 曇 風 弱 人工芝 不良

雨 無 土 泥沼

1 1

0 0

先 先

○ × ○ ×

選 手 名 選 手 名

分 18 1 GK GK 1 18 分

分 18 4 DF DF 2 19 分

分 18 3 DF DF 4 19 分

分 18 6 DF DF 5 17 分

分 17 5 DF DF 3 19 分

分 17 8 MF DF 6 17 分

分 18 10 MF MF 7 18 分

45 分 18 19 MF MF 8 18 分

分 17 9 MF MF 17 17 42 分

HT 分 17 13 DF FW 11 16 48 分

分 18 11 FW FW 10 19 分

番 分 18 12 GK GK 30 18 分 番

番 分 18 2 DF FW 9 18 分 番

13 番 45 分 18 7 MF MF 12 18 分 番

番 分 18 14 DF DF 13 17 分 番

番 分 18 17 MF DF 14 16 分 番

19 番 分 17 18 MF FW 15 18 分 17 番

7 番 分 18 21 MF DF 16 19 分 番

番 分 FW 18 17 分 11 番

番 分 分 番

小計 合計 合計 小計

№ 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後 №

分 1 2 0 4 分

分 3 2 0 1 分

分 2 5 7 6 分

分 3 1 0 0 分

分 0 0 0 0 分

№ № № №

1 分 11 5 23 分 10 17

分 分

分 分

分 分

分 分

（ ） （ ）

Die 54. internationales U19- Champions Trophy in Düsseldorf

大
会
名

予選G
５０ 分
延長 無
PK  無

日本高校選抜

第54回デュッセルドルフU-19国際ユースサッカー大会 第3節 平 成 28 年 3 月 27 日 (日) 総務

Group2 １０：００ ｷｯｸｵﾌ 約600人 辺見 康裕

会
場

天
候

状
態

審
判

第４の審判員

Stadion an der Roßstraße Toni Schmidt Jannis Pawlowsky Ralf Fischer

Andreas Fürschke

  【チーム名】 kick off

1

前半

1

  【チーム名】 kick off

日 本 高 校 選 抜 後半 (ドイツ)

延前

背番号 延後 背番号

Borussia Möchengladbach

ＰＫ戦

シュート（得点者は＊印） シュート（得点者は＊印）

交代 延 延 後 前 位置 前 後 延 延 交代

OUT時間 後 前 半 半 半 半 前 後 OUT時間

脇野　敦至 Nicolas, Moritz

古屋 誠志郎 Hoffmanns, Justin

星 キョーワァン Schütz, Tobias

1 白井　達也 Strietzel, Bastian

杉岡　大暉 Clasen, Nicolas

1 鍬先　祐弥 Benger, Marcel

1 1 中村　健人 Herzog, Aaron 1

1 1 牧野　寛太 Ferlings, Louis 1

1 藤川 虎太朗 Baller, Tom 1

タビナス ジェファーソン Ndombaxi, Yorke 1

4 1 交代

選手 交　　　代　　　要　　　員 選手

交代

坂口　璃久 Scharbaum, Steffen

Simakala, Ba-Muaka  2 * 旗手　怜央

福地　聡太 Sahin, Alperen

イサカ ゼイン Beckers, Robin

宮原　直央 Abrosimov, Dennis

矢村　 健 Afamefuna, Robin

Mustafic, Mirza

6 4 10 シュート数 10 6 4

時間 警告･退場 氏   名 理由 合計 チーム合計 合計 時間 警告･退場 氏   名 理由

3 Ｇ Ｋ 4

5 Ｃ Ｋ 1

7 直接ＦＫ 13

4 間接ＦＫ 0

0 Ｐ Ｋ 0

時間
得点者 アシスト

得　　点　　経　　過 時間
得点者 アシスト

得　　点　　経　　過
選手名 選手名 選手名 選手名

旗手 杉岡  中央③ → 左⑤ ∩ ⑪～右足S Simakala Baller  右直接FK ⑰ ∩ 中央⑩右足S

兵庫県立御影高校

<日本高校選抜>

 主将  中村健人
  このゲームで「予選グループ突破」を決めることを目標にしました。サイドからの攻撃やトップへのくさび、また相手
DFラインの裏を狙った動きやパスなどいろいろな攻撃のパターンが出て良かったと思います。逆に相手にも裏をとられ
たところがあり、決勝トーナメント進出を賭けた第4戦への修正点です。

尾ノ上 幸生

  《略号例》      ～ : ドリブル         →: ゴロのパス         ∩: 浮球のパス         Ｈ: ヘディング         ＨＳ:ヘディングシュート         ×: 混戦         Ｓ:シュート

1 鳥海　芳樹

  グループリーグ2戦を終えて2連勝の日本高校選抜と1勝1敗のBorussiaの対戦。試合前まで降っていた雨もキックオフ時にはほぼや
んだものの、スリッピーで水含みのグラウンドコンディションで試合開始。日本高校選抜がキックオフの流れから⑤杉岡の縦への
フィードを左コーナー近くで受けた⑪旗手が、ドリブルでペナルティエリア内に持ち込み角度のないところから先制点を決める。想定
外の時間帯に失点したBorussiaも勝ち点3を目指して攻撃に力を入れてくる。プロ契約も済ませ、トップチームでの試合出場経験もあ
る⑩Simakalaを中心に力強いドリブル突破やスピードある裏への抜け出しで得点を狙う。そして前半終了近くの23分、FKからゴール
中央に入れたクロスに対してヘディングで競り合った双方選手の頭を越えてボールがこぼれる。それを⑩Simakalaが押し込んで、前半
は1-1で終了。
  後半の序盤は日本高校選抜ペースでシュートチャンスも多くつくる。逆に後半戦の終盤はBorussiaが攻勢を仕掛けるが双方のディ
フェンスが粘り強く対応して1-1のまま終了。お互いに「勝利」を狙った両チームにとっては「痛み分け」的な結果となったが、どち
らも最後までハードワークした好ゲームであった。

　                    オウンゴール         こぼれ球         直接ＦＫ         間接ＦＫ         ＧＫ         右・左ＣＫ         スローイン         バー返り         ポスト返り　　　

戦評者氏名 辺見  康裕 勤務先又は所属

1

Atiye, Samuel

年

齢

年

齢

背
番
号

背
番
号

Canadi, Marcel


